




































































































団体 Aのメンバー 6名 (学生ボランティア 4名､一般市民ボランティア 2名)
留学生との交流歴 2年 :1名､ 5年 :1名､ 7-8年 :1名､不明 3名｡ 
2回目









ホス トのソーシャルスキル学習セッションに関する研究ノート:予備的セッションの実施 奥西 有理 ･田中 共子 
2回目
団体 Aのメンバー 9名 (学生ボランティア 8名､一般市民ボランティア 1名)
･スタッフ	 司会 ･進行役の講師 1名 (注 2)､ビデオ記録係 1名､ 2007年 2回目には演技の相手役





























2006年度 【課題 1】 映画の待ち合わせをして一緒に映画を見に行 く時に､どのように集合時間と 
1回日 場所を伝えるかo 
2006 課題 2】 映画の待ち合わせに 1時間遅れてきた留学生にどのようにクレームを言うかo2回目年度 【
2007年度 【課題 3】 ボランティアメンバー以外の日本人は話しかけてきてくれない､と不楠をも
1回目 らす留学生にどう対応するかo 
なっているのではないかと気になったoその気持ちを相手に表現してよいか､



















































Ql. 1回目と2回目のロールプレイでどこが変わったと思いましたか ? 
Q2.実際にやるときには､どうしようと思いますか ?
セッション07-01､07-02 (2007年度実施) 
Ql. 1回目と2回日のロールプレイでどこが変わったと思いましたか ? 



























































































その後､ 1回目のロールプレイを行った同じ3名により､ 2回日のロールプレイが実行された｡ 1
回目のロールプレイでは､ 3名中 1名の学生のみ､｢大丈夫ですか?｣と相手の負担を尋ねる発言を
したのに対し､ 2回目では､ 3名の学生すべてが､｢大丈夫ですか?｣ ｢無理なこと頼んでないですか 
(123) 70 













































































善を目的として実施された本稿のセッションは､2006年度に 2臥 2007年度に 2回の 2シリーズに渡
り､合計 4回実施された｡自由参加の研修会という開催形式を取っており､参加者個人単位でみれば

















































































































高井次郎 (1994) 日本人との交流と在日留学生の異文化適応 異文化間教育 8,106-126.
高演 愛 ･田中共子 短期留学生と日本人学生を対象とした混合クラスにおける異文化間ソーシャル
スキル学習セッションの実践 (投稿中)
多田洋子 (1995)外国人留学生のカルチャーショック :ホームステイ ･マニュアル 南雲堂




















注 2 本稿の第 2著者｡
注 3 参加者らと同じ大学の教員｡ 
(129) 64
 
